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12月は農村工学基礎技術Ｂ研修を行いました。この基礎技術研修は２ヶ月という当部門で最も長

い研修で、今年はＡ研修は 6～8月、Ｂ研修は 10～12 月の間行いました。対象者はいずれも国又は

県の入省・庁２～３年目程度の職員で、Ａ研修は高卒程度、Ｂ研修は大卒程度の者を対象としてい

ます。研修の内容はＡ、Ｂとも水理学、土質力学、構造力学、設計、コンクリートなど農村工学の基

礎技術全般にわたる講義・実験・実習です。 

当研修は若い研修生にとって初めて習うことも多く、また慣れない宿泊施設での長期生活となる

ので体調管理を特にしっかりする必要があります。そのような研修環境の下、実験・実習には共同

で取り組み、レポート作成や時々のテストを受け、研修以外の時間は娯楽の少ない環境で楽しみを

見つけ、一緒に食事を作るなどして助け合って毎日元気ににぎやかに研修生活を送りました。 

この 2 ヶ月で学んだ農村工学の基礎技術を糧に、今後はそれぞれの職場に戻って強力な戦力とし

て活躍されることを期待しています。また苦労をともにした研修仲間のつながりを今後とも大切に

して行って欲しいと思います。 

（１２月の研修写真） 
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